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原理 『資本論~ 0')問題点 』ミネルヴァ古房， 1985年に負っている。氏の先駆的な考察がマル
クス経済学者自世界で十分な検討を受けていたとすれば，この章の問題圏もより明確になってい
たはずである。




マルクスにおける貨幣と時間(下) (127) 23 















































































































































































































































































品桂情的富として貯蓄せられる飯向をもっ l貨幣(宇野『経済原論1岩波令書:， 1964隼， 35頁〉
「貸付けうべき貨幣資本J(1資本と信用j)I[合一郎著作集1，有蓋闘， 1981年， 217頁〕という
ように静態泊に捉えられあ嫌いがあ<50 しかし，i費用」としてみるには，それが目的をもち，ノ
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¥るのでないかぎりは， r自己増殖する価値」とはし、えないだっぅ。それは実際には， G-W-G， 
G-Gにすぎないのである。しかしそわは私達のい弓「資本形式|ではあるの
マルクスは価値は生産過程でのみ生まれるという彼の整理基準を流通過程内部の考察にも直接




25) マルクス『資本論草稿集⑤経済学批判(1861-1863年草稿)V~ 大月書盾.， 19~4年， 57-6U頁p
























































































38 (142) 錦 138巻第3.4号
阿部に使用価値的連関を展開しながら存在している実物的ストックが問題にさ
れなければならないであろう。
